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（１）現行要領の課題と一部改訂の方向性
課題① 現状の実施要領は、必ずしもGIS等のデータ整備を想定していないことから、各項目のデータフォーマットが

不明確であり、地方公共団体によってアウトプットにバラツキあり。

方針① GISデータ（CityGML形式）として整備する内容を明示するとともに、GISデータのフォーマット（ジオメトリ
の種類（ポイント／ポリゴン等）、データ型、単位等）を統一化。 CSVデータ（集計表）についても集計
単位やデータ型を明示。

課題② 収集項目または調書項目などの属性項目に係る記載内容の不整合・表記ゆれあり。

方針② 収集項目または調書項目などの属性項目に係る記載内容の整合性確保・用語の統一等の対応。

課題③ 原典データが複数記載されている場合等の採用ルールがなく、原典データと実施要領の「収集項目／調書」
に不整合（不明確な部分）あり。

方針③ 原典データの採用ルール等の検討、原典データと実施要領の「収集項目／調書」の整合性確保および明示
【原典データの採用ルール（案）】

・データの入手性や全国均質なデータ整備の観点から、オープンデータが存在する場合は、当該データを原典に採用する。
・現状の実施要領にはGISデータに関する記載がない場合でも、最新のオープンデータが入手可能な場合は、実施要領上でもGIS化を検討

例）将来人口メッシュ等
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・収集項目 調書の項目と整合性確認
・収集範囲 区域・行政区域
・収集単位 個別単位(調書）／メッシュ・小地域（集計表）／区域・行政区域（集計表）
・収集方法 原典データ（オープンデータ／庁内資料／決定情報）

＜データ項目 C0401建物現況＞

＜調書＞属性テーブル（GIS） ＜位置図＞GISデータのジオメトリ
個別の地物単位（例：建物）

インプット

アウトプット①

アウトプット②

【パターン①】
調書＋位置図あり

【パターン②】
位置図のみ

【パターン③】
調書のみ

＜現行要領の構成イメージ＞

副次的にアウトプット①のGISデータを
行政区域（市町村界）、区域（都計区域）、統計グリッド（メッシュ・小地域）で集計した表データ

【パターン④】
いずれもなし
（集計表のみ）

ポイント・ライン・ポリゴンを明確に指定収集項目／原典データの属性情報と整合を図る

集計表

＜集計表＞

GISデータ整備対象
（パターン①②）
※CityGML仕様化対象

（２）現行要領の改訂イメージ（対応方針①：GISデータ整備範囲(CityGML仕様化対象)の明示）

GISデータ整備対象外
（パターン③④）

表データ整備
（CSV・XLSX）
※CityGML仕様化対象
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②＜位置図＞ジオメトリの種別が明示されていない。

自治体により収集単位が異なる。
①複数棟からなる単一施設
②単一棟に複数施設が入居
上記の扱いが不明確（届出単位の確認）

自治体によりジオメトリが
ポイント／ポリゴン等が混在

C0402 大規模小売店舗等の立地状況

自治体により調書項目が異なる

原典資料（届出）を明確にし、
原典資料の項目を使用

①収集単位が建物単位なのか敷地単位か不明確

C0902 災害の発生状況

収集単位を原典データの単位
（建物）に統一・明記

①データ項１つであるものの、災害の種別によって
複目は数個のデータを整備する必要

GISデータのジオメトリとして
建物ポリゴンを指定（明記）
建物現況データのポリゴンを利用

水害（外水）（ポリゴン）
水害（内水）（ポリゴン）
土砂災害（土石流・がけ崩れ）

（ポイント）
土砂災害（がけ崩れ発生回数）

（メッシュ）
→4種類のデータとして
それぞれジオメトリを指定

（２）現行要領の改訂イメージ（対応方針①：GISデータの収集単位・ジオメトリの種類の明確化）
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均質なデータ整備の観点から、原典データのデータ項目をそのまま
採用することを推奨

C0601主要な幹線の断面交通量・混雑度・旅行速度

③原典データでは、「上り」、「下り」の区分が存在
＜調書＞の項目には区分が存在せず「上り」「下り」が不明確

C0304宅地開発状況

①【収集項目」と【調書】の記載内容に相違

②開発内容によってジオメトリと項目が異なることを明記・
データとして区分

xxx

（２）現行要領の改訂イメージ（対応方針②：記載内容の整合性確保・用語の統一等）
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分類体系の基準・レファランスが不明瞭

C1002 景観・歴史資源等の状況

原典データとして例示されている
国土数値情報DLサービスの「観光資源」
の分類項目等のレファランスが明確な基準を
採用

（２）現行要領の改訂イメージ（対応方針③：原典データとの整合性確保(項目の分類体系・基準の明確化)）
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（参考）都市計画基礎調査実施要領項目のCityGML仕様化方針

④＜集計表＞は副次的に必要に応じて、下記の方法で作成する表形式データ（CSV・XLSX）はGISとしての仕様化対
象としない
ⅰ）GISデータから、行政区域・区域別に集計
ⅱ）原典の調査票・表形式のデータから整理して作成
→集計表（CSVデータ）については、集計表の集計項目、集計単位、集計項目のデータ型等について別途標準化

〇基礎調査実施要領で求めているアウトプットとして、＜調書＞、＜位置図＞、＜集計表＞があり、
項目ごとにアウトプットのデータ形式と標準化を見据えた内容に改訂予定

①＜調書＞（属性テーブル）＋＜位置図＞（ジオメトリ）のセットとなっている項目について、仕様化対象とする。

②＜位置図＞のみの項目の場合で、原典となるGISデータがある場合は、仕様化対象とする。

③＜調書＞のみの項目の場合、原典データが表データであるため、GISデータとしての仕様化対象としない

実施要領項目のアウトプット形式の明確化（仕様化／標準製品仕様との対応関係を明確化）
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